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は　 じ　 め　に

　これまで 「日本 ICお ける心 身 障害児 （者）体育の 史的研究」 と題 し，第 1報か ら第 4 報にか

けて 戦前 まで の 聾学校及 び盲学校体育の 変遷 を概観 し， そ の 特質を明 らか に して きた 。 本稿は

それ らに続 く報告と して ， 昭和 201（1945）年以降約30年間の聾学校体育を，教育課 程，鐸外体

育 （運鄰 嫡 行事）醐 及び晦 動喇 面か ・囎 ・… 動向・ 一輪 考察す るとと

もに ， 今後の 課題 を検討する もの である 。

1　 昭和 20年代の 概観

　戦後間 もな く学校体育に お い て は ，戦時的要素の 払拭 （「終戦 に伴 う体 錬 科教 授要綱 く目〉

取扱 い に 関す る通牒」，
「学校体錬科関係事項の 処理徹底に 関す る通牒」〈1945＞）や 「学校体

育指導要綱」 （1947） の 公 布に よ る基本的指針の 提示が行なわ れた。そ して ，
こ の 要綱を もと

に 「学習指導要領小学校体育篇」 （1949） や 厂中学校 ・高等学校学習指導要領保健体育科体育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

篇」 （1951） が発行 され，新教育 へ の 一応の 基礎づ くりが なされた の で ある 。

　
一

方，聴覚障害教育で は，そ の教育的条件の 整備の ため に，「中学校の 就 学 義務 並 びに 盲学

校及び聾学校の就学義務及び設置義務に関する政令」 （1948） や 「身体障害者福祉法」の公布

（1949）， 「教育上特別 な取扱を必要 とす る児童 ・生徒の 判別基準」の 設定 （1953）、新制大学

に 聾学校教員養成課程の 設置 （1953 ）， 「盲学校 ， 聾学校お よ び養護学校へ の 就学奨励に 関する

法律」 （1954）や 「学校給食法」の 公布 、（1954）な ど の 法的措置が講 じられ た。 こ うした措置
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の影響は ， 児童 ・生徒数 や学校数の 増加 とな っ て 現われた12）児童 ・生徒数の 増加 に よ り学校の

新築や 改築 も進め られたが ， 20年代で は ， 未だ 戦前か らの 古 くて 狭 い 校舎を もつ 大多数の 聾学

校 は，そ の 対応に苦 しん で い た。戦後 の 聴覚 障害教育 の 実践は ，戦前の 読唇 と発語を主体 とす

る 日 話法 に よ る言語指導や 自立を志 向する職業教育i2）， 合 わ せ て 生死 を さ ま よ っ た尊 い 経験 や

厂学校体育指導要綱」 の 指針な どか ら，「健康の 増進」 や 「体力 の 増進」 を主要 な柱 として 進め

られ 摺。

1． 義務教育化 と体育 （保健体育）．科 教育課 程

　戦後数年 ， 聾学校も他の 学校が等 しく経験 した よ うに，戦災 と疎開か ら立ち直るため，新 し

い 学校を求め て さまよ い
， 且 っ 食糧難に 悩まされた苦難の 道 を歩ん だ 。 東京聾唖学校は ，t戦後

引 き揚げ先 の 校舎を探 し，昭和 22 （1947）年 3 月，市川市国府台の 1日軍事施設の 後に入 っ 鍵。

また都立 品川聾学校は，教室不足 と教員不足 で 複式授業を し， 食糧危機 の ため運動場の 丁 部を

残 し菜園化 して髄 つ な い黜 同 じく京都離 鮮 稷や大 阪府立蜘 群 飾 ど の 大都市の 聾

学校 も，運動場を菜園化 し食糧を補 っ て い た。こ の よ うにそれぞ れ の 聾学校は ， 物資の 欠乏 ，

食糧難及 びイ ン フ レ に悩 まされ なが ら，運 動場まで も菜園化 して 食糧生産に従事，教室と教員

不足に 耐えて 授業 を続 け ， ひ たすら正常な学校教育へ の復帰に努力 した 。 そ う した教育情勢の

中で
， 新た な民主 的教育体制建設 の た め の 改革や，低下 した教育実践面 の立て 直 しの た め の研

究活動 も促進され，義務教育制実現の 運動 へ と発展 して い っ た 。 昭和21 （1946）年 2 月，全国

聾唖学校職員連盟 が結成 され，同年 7 月 の 第 2 回全 国大会 に は義務教育制実現 の 運動を強力 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）

推進 して い く こ とが決 議され た 。 関係者の 多年 に わ た る運動 に よ り，前述 の 厂政令」 （第79号）

を もっ て 義務教育制が実現 した の で ある 。 そ の 就学義務制は ， 昭和 23 （1948）年 よ り毎年学年

進行 に件 っ て 実施 され て い っ た 。

　聾学校教育は，学校教育法に よ り 「幼稚園 ・小学校 ・中学校およ び高等学校に 準ず る教育を

施 し，あわ せ て そ の 欠 陥を補 うた め に，必要な知識技能 を授 ける」教育であ る とされ ，そ の教

育課程 は ， 学校教育法 施行規則 に よ っ て 「学習指導要領の 基準に よる」 もの とされ て い た。し

か し昭和 22 （1947）年の 「学習指導要領一般篇」及 び昭和24 （1949），
26 （1951）年 の 同改訂

版に も障害教育諸学校に つ い て の 配慮がな され なか っ た 。
こ の ため，聾学校で は学校教育法施

行規則 の 第73条 11の 準用規定 ICよ っ て ，小 ・中 ・高校 の 教科に関す る規定を準用 し実施 して い

た 。 即 ち
， 聾学校 は前述 の 「学習指導要領一般篇」や 各科篇を参考に しなが ら，教育課程を 自

主的に編 成 して教 育を行な っ て い 鶏 文部 省は ， そ うした教 育情勢を憂慮 し， 昭和 24年度 に

「盲学 校教育課程研究協議会お よ びろ う学校教育課程研究協議会 」 を発足 させ ， 両校 の 学習指

導要領作成 に努力 した 。 翌 （1950）年 12月，原案が
一

応ま とま っ たが 　こ の 時既に そ の根拠と

して い た 「学習指導要領一
般篇」 の 改訂が 進行 し始めて い た ため ， 「文 部省案 と して の 深定 を

見 るま で に 至弩  貮 　協議会案 は財団法人青鳥会 か ら　「聾学校教育課程小学部篇」 （ig51） と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （工2）
して刊 行 され た の で あ る 。

　「聾 学校 教育課程小学 部篇」は ， そ の 「まえ が割 で ，作成の 趣 旨と取 り扱 い 上 の 注意点を

次の よ うに 述べ て い る 。

　　　提示 さ れて い る事項は ， あ くまで 目標と して ，指導内容 と して の 要素的なこ とが らで あ っ て ，決 し

　　て 単元 を 意味 した もの で はな い 。 した が っ て 各学校 ， 各教室 に 於て は ， こ こ に示 され て い る要素的 な

　　 事項を そ の ま ま 児童 に指導す る の で は な く，こ れを い くつ かの 単元 に構成 して 時間の 配当を考え，児
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　　童の 生活に於け る具体的なもの と して指導す る こ とが 望 ま しい （中略）あ らゆ る カ リキ ュラ ム の 基礎

　 　や構成要素 と して の 教科内容 が 各学年 に どれだけ指導され る必要 が あるか を表わ した もの で，どうい

　　う様式で 学習指導を行 っ て 行 くか は 各学校の 自由で ある。

　要す るに， こ の 教育課程 は 「全 国的に 共通 な大体の 基準を示 した もの 」で ，従 っ て 試案的な

もの で あ っ た 。 しか しこ の 教育課 程は ， 戦前 ， 戦後を通 じて 聾教育初の 全国の 聾学校を対象と

した 系統的な課程で あ っ た 。 そ の 意味で貴重で あ り，当時の実情を知る上か らも，
そ の 内容を

概観する必要が あろ う。

　体育科の 時間配 当に つ い て は，「小 学 校の 教科 と時間配当」 （文初第 558号，1950） に準 じた

年総時間に対する百分率が示 されて い tEL4
＞

聾学校 にお け る教科時間配当は，20年代前半ま で は

「各学校で 自校の 事情に応 じて 自主的に 決定 され」て お り，
一

定 した もの で は なか っ 黷 従 っ

て こ の時間配当は 「よ くつ り合い の とれた よ い 時間配当表を作るため の参考資料 に」され，
一

つ の 領域の み に偏 っ て は ならな い こ とを示唆 したもの として 評価され1匙
　目標に つ い て は

，
「学校 体 育指導要綱」で 示 された小学校体育科の 目標 と同 じく，身体並び

に精神の健全 な発 達 と社会的性格の 育 成 とを はか る もの とされて い た が ， 特 に こ の 目標を達成

す るた め
， 戸外運動 ， チ

ー
ム ・ゲ ァ ム 及び運動量 の 多 い レ ク リェ

ー
シ ョ ン の 奨励 に留意する必

要が あ る とされ て い1巴 学年目標 （2 学年毎） も系統的に掲げ ら礼   設備 r　Hi具の 整備 と校

内大会企画に よ っ て 運動を誘発す る こ と，   律唱 と体育 リズ ム 運動 は協力 して 行な うべ きこと，

  器械体操の教材を多 くと り上体 の 発達を助 ける こ とが，「指 導上の 注意」 と して 承されて い

慈 こ の 目標に附加 され て い る留意 事項や 「指導王の 注創 に見 られる内容は ， 厂欠陥を補 う」

た め の ，言わば特殊な 内容で あ り，当時聾学校教育課程研究会委員で あ っ た国立 ろう教育学校

講師竹内虎望の 意見 に よ る もの と考え られ る 。 竹内が 「特殊保健撃  の 中で
，

こ の編集 に 携わ

っ た時の 事情に もふれ
， 前述 の 内容 に つ い て も詳論 して い る こ とか らも明 らかで ある。・

　運動は，団体の 集合移動，徒手体操 ， 走 ・跳 ・投 ， 器械使用の 体操，球技， リズ ム 運動，水

泳，外遊びの 領域 に大別 され， それぞれの領域に つ い て，指導目標，指導内容 ， 教材例 ， 指導

上 の 注意が 示され て い 恕 団体の 集合移動，外遊 び及び リズ ム 運動の よ うに 名称に 小学校 と

やや異なるもの があ っ たが ， 大差のない 内容で あっ た 。 竹内は，戦後間 もな い 頃の 実態を 「地 方の

ろう学校に参観にい くと （中略）体育専門の先生がいない ろう学校が多 く （中略）他の 学課 に くり

か えた つ，狭 い 体育館で ピ ン ポ ン 許 りをや らせ た り して い る学校がか な り多 い の に おどろい黜

と述 べ て い る よ うに
， 前述の 指導 内容が そ の 通 り実践 されて い たわけで はなか っ た 。

　 戦後の 混乱 した教育事情を踏まえ，また義務教育化 した学校の 責任 と して ，聾教育関係者が

新 しい教育路線に沿 っ て 戦後初め て 作成 した課程で あり，事情あ っ て 試案と して 処理 されたが

新 しい聾学校 （小学部）体育の 方向を宗
（

巴 全国的に カ リキ ュ ラ ム 研究を促進 した点 評価す

べ き もの が あ っ た 。 この 教育課程の 発 刊 か ら 「ろ う学校小学部 ・中学部学習指導要領
一般篇J

実施の 昭和 32年度まで1弍 聾学校体育科 は この 教育課程を利用
（

戮 且 つ 小 ・中学校の 学習指導

要領 に準 じて 自主 的に カ リキ ュ ラ ム を編成 し実践 して い っ た の で あ る 。

2． 課外体育活動

轍 の 鮮 灘 お 嘱 課外体育活動は
， 体育行事で ある遠足，朧 媚 及び運 饌 な どか ら

始め られ た 。 多 くの 聾学校 は遠足や運動会をそれぞ れ春秋 2 回行 な い，健康の 保持増進に 努め

た 。 全 国的に運動場や体育館の 整備 ・拡充が続け られて い たが，新教育下の 体育的諸活動を行

19
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な うに は，未だ満足すべ き状態で はなか っ たか らで あ る e．　2Q年代後半 に入 り， 羽根 つ き， 卓球 ，

バ ド ミ ン ト ン ，陸上競技 ，
マ ラ ソ ン

， す もう ，
ソ フ トボ ール な どの 校内大会が 開催され るよ う

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （27）

に な り，児童 ・生徒の 運動欲 も誘発されて い っ た 。 こ うして 形成的行事が校 内大会 へ と発展拡

大 し
， 生徒増や施設の 整備と相ま っ て 漸次運動部組織の 基盤 が作 られ て い っ た 。 運動部活動が

活発 に な っ て くる と，そ の 活動 は外部 へ と発展 し
， 近隣校 との対抗試合 ， 次い で 地 区的規模の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

体育大会が計画されるよ うに な っ て い っ た 。 運動部活動の 活発化は
， 先ず近畿地区及び東北地

区 の 聾学 校 か ら始 ま っ た 。 近畿地区聾学校 は ， 昭和22 （1947 ）年 ，
「近畿聾学校体育連盟」

を近 畿地 区聾学校連絡協議会 内に組織 し，「職員 ・生徒を含 めた厚生事業と して の親睦親善的

な色彩の 強」い体育大会を開催 し1戮 「大阪市立聾学校七十年史」 に よれは  24（1949）年厂10，

14　近ろ う野球大会 （於本校） で 初優解」 とあ り，近 畿地区は，当初野球 によ つ て親善 を深め

’

て い っ た よ うで ある 。 東北地 区に お ける第 1 回体育大会 （陸上競技 ， 卓球）は，近畿地区よ
．
り

や や遅れ て 盛岡市 （1949） で 開催 され， こ の 大会 を契機に 「東北地区聾学校体育連盟」を も発

足 さぜ氾 こ の よ うな動 きに同調 し， 後半 に は東海地区 （野球く男〉 ，
ソ フ トボ ール 〈女〉 ，

・9讐B），幗 駆 （黥 ・9謝1，鹸 駆 （蛾 バ レ
ー

ボ
ー

岨 952〈陸上轍 ・953£9
で ， それ ぞれ大会が もた れ るよ うにな っ た。 関東地 区で は，第 1 回 の 大会時に 「関東聾学校体

育連 盟 」が結成 され
， 大塚聾学校主催で は あ っ た が

， 他地 区に 見 られな い 水泳競技大会 （1952）

も開かれ注 目され1齔
　戦後初期の 聾学校課 外体育活動の 発 展経過 を概観するとき，近畿地区 に限 らず他地区にお い

て も教職員の 匪 的鯖 繭 力壮 醗 騨 大 き く貢献 して い晃 な お，他駆 の瀰 状齢

毎年開催 されて い た全国 ろ う教育研究大会や全国聾学校校長会な ど で 報告 されて い た こ と も，

各聾学校 の 運動部活動 の 発展 に大 きな刺激とな っ て い た 。 こ の こ とは ， 聾学校課 外体育活動が

教師主導型，正 課体育延 長型 で 発展 した こ とを示 して い た。また そ の 活動内容は，前述の 通り，

野球 （男子），バ レ ーボ ール （女子），卓球 （男 ・女子），陸上競技 （男 ・女子） を主要 な競技

種 目と してお り，絞られ選定され た内容で あ っ た 。
こ れ は，生徒数や施設の規模を配慮 したた

め で ある 。 こ の 教師主導型や以後伝統化 した 限定的運動部活動型に 20年代 の聾学校課外体育活

動の 特質 を見 る こ とが で きる 。

3． 研究 動向の 概要

　 明治 12 （1879）年か ら昭和 53 （1978）年 1 月ま で に発 表 された聴覚障害体育に関す る研究報

告は
， 約217題で あ っ た （但 し， 集計 に 当た り， 同

一
報告で 内容が複数に 分割で きる もの もあ

り，そ れ らを複数に考え て 件数 とした場合 256 件とな っ 翳。 こ れ らの 報告を史的に 考察 した

もの が，拙著 「わが国に おける聴覚障害体育に 関する研究の 史的考察」及 び 厂戦後にお ける聴
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （37）
覚障害体育に関 する研究 の 動向と課題」 で ある 。 本稿で は ， それ らの 報告を も参考に し，聴覚

障害体育研究 の動向に つ い て の概要を述 べ る こ とに とどめた い 。　　 、

　 昭和 21 （1946）年〜同30 （1955）年の発表件数は 39件 （全体の 15．2％ ， 以 下全件数に対す

る ％ ）で あ り ， 昭和11 （1936 ）年〜同20 （1945）年の 期間 （21・件，8．2％） よ り活気を見せ た

が ， 昭和元 （1926）年〜同 10 （1935 ）年の 期間 （59件 ，
23．1％）｝こ 比 べ る と，未だ立ち直 っ

た とは い え なか っ た 。 20年代に は，形態面 （11件，4。3％）や機能面 （18件 ， 7％ ）の研究に

加えて指導面 （2件，
3．1％〉の研究が増加傾 向を 示 し，管理 面 （2件，0．8％）の研究 も登場 して

くるな ど， 戦前と異な る新 しい 動 向が 見 られた 。 「第 1 〜 2表」で 示した よ うに，形 態面で は
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体位 に つ い て の 研究が多 く， 機能面で は運動適性全般 と平衡性に つ い て の 研究が多 く発表 され

た 。 まt［指導面で は正課体育全般 ， 遊戯及 びカ リキ ュ ラ ム に つ い て の発表が あ っ た 。 前述 した

第 工 表 　　身 体 に 関 す る 研 究 内 容 と 推 移 、

形態 機 　　
・
　　　　　　　　　　

』
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3311712 1 1 1 61491956
〜

1965 ％ 230L81 ．61．21．20．46，60 ．40．80 ．40 ．40 ．4 2．30 ．419 ．2

N4 ．44 、r 9 1 3 3 111321966
〜

1978 ％ 1．61 ．61 ．60 ，43 ．50 ．4 1．2 1．20 ．40 ．40 ．廷 12．5
」

第 2 表 　 　指 導 に 関す る 研 究 内 容 と 推 移
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％ 0，80 ．8
．
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N2 3、 1 2 「’ 191956

〜1965 ％ 0．8　
』

120 ．4
「
0．8 ． 0．43 ．5
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ヒ

32261 21111281966
〜1978 ％ 1．21 ．6 1泊 0．89 ・82 ．30 ．4 馳 0．80 ，40 ．40 ．40 ．410 ．9

よ うに ，20年代 の 各聾学校 は，r．es学校教育課程小学部篇」 と小 ・ 申 ・ 高校 の 学習指導要領を

参考に し・適切 な騨 科創 キ・ユ ラ ム を作成す翠 め晴 心 して い た・ こ う した鮪 脇 橢

景にあ り，体位の 発達状況や運動適性全般 の発達の 実態 を把握 して おく必要があ っ た 。 昭和29

年度全国ろ う教育研究大会に初めて保健体育分科会 が もたれ たが ，
20年代を総括す るか の よ う

にそ の 報告の 多 くは ， 、カ リキ ュ ラ ム 作成を前提 と した体位の 発育 ・発達の 問題や運動適性に 関

す る結 で あ 。 秘 な お訓 酷 は ，
・ρ大会で全 国噸 野に立 。 た

’
「ろ う塒 の 現状に つ い

て の 考察」を発表 し，
「施 設 ・教 具の 不足，指導者数の 不足 ，

モ デ ル ス ク
ール の 設置 ，

’
年令差
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によ る学習囀 の 困麺陛」を訴えた ． そ こ に報告 され 儲 問躑 ま消 時の騨 校体育の 繭 で

もあ っ た 。 そ の 意 味で この 報告 は，20年代の 聾学校体育 の 実情を概観す る上で 貴重 な資料で あ

っ た。

　以上 ，
20年代の 研究の 概要 を述 べ た の で ある が

， そ の 特徴 は ， 再 び 出発点 に戻 っ て形態面や

機能面の 基礎的研究が多 くな され た こ とにあ っ た と い えよ う。 なお，そ れ らの研究の多 くは ，

単 なる戦前の 踏襲で はな く，
ア メ リカナ イズ された研究であ っ た こ とを附記 して お く必要が あ

ろ う。

一

H　 昭 和 30年代の 概観

　障害児学校で は，30年代に 入 っ て こ れまで に取 り残 され て い た制度面で の 法的措置 の 補充が

な された 。 文部省初等中等教育局 に おける特殊教育課の 新設 （1956），「盲学校 ・聾学校及び養

護学校の 幼 稚 部及 び高等 部に おける学 校給食 に関する法律」 の 公布 （1957），「学校教育法施

行規則」の 改正 （1958，1960），「日本学校安全会 」の 発足 （1960）．など， 制度的 な充実がなさ

れた 。 なお ， 学習指導要領 も，小 ・中 ・高校の 学習指導要領 の 改訂に 対応 しなが ら， 通達 ， 告

示 されて い っ た 。 こ う した学習指導要領の 公示 に伴 っ て ， 現場で は 口話法
一

辺 倒に よ る言語指

導の 反省が生 まれ，教科指導 の充実，対応教育の 実践，早期教育 の 実施な ど，従来 に見 られな

か っ た教育雄 棚 われ て き慇 更 1・ それ ら嗷 黼 勢 ・対応 す るた め
， 校舎 の 移転 噺 築 ・

改築 も促進 され，そ れ と並 行 して 運動場6整備 ・拡張 ・新繊 体育館の 新築 ・改爨 プ ール な
　 　 　 　 　 　 　 　 c43）
どめ附属施設の 新設な どが行なわれ始め た。

L　体育 （保鯉体育）科教育課 程

昭鯉 鞁 谿 厂うう学校小学部 ・中学騨 習鱒 蝋 搬 繍 は，聾学校初の 鱒 蠹 で

あ る。 こ の 指導要領 は，  各学部の 目的は幼稚園，小学校及 び中学校の それぞ れ の 目的に対応

す る こ と，  児童 ・生徒の 実態に 即 し，基準 に 弾力性を もた せ る こ と，   教科 の 目標や 内容な

どに関 して は，独 自な もの は示 さず，小学校及び中学校に準 じる こ、となど の 基本的性格を もっ

　 　 （45）

て い た 。 そ う した 指導要領の 性格 に つ い て ，目的設 定の 積極性 は評価 され る が ，「準ず る教育」

の性格の あい まい さは独自性 の追求を鼇弱に して い くとい う批判が あ っ 魁

　体育 （保健体育）科の 目標や 内容 に つ い て は ， 上記 の 性格か ら， 例えば小学部の 場合，目標

は小学校の 目標をその まま掲 げ，内容は特別に 示 さず，指導上 の留意事項を附記 した程度で あ

っ た 。 留意事項と して ，   危険防止及 び事故に際 して こ れ に対処 す るた めの能力 と習慣 をもた

せ る こ と，  望 ま しい 入間関係を育成す るよ うに 指導する こ と，  健全 な余暇利用 の 態度や技

能継 わ れ る よう購 す る ・ とが 示され て い 咒 試案と して 扱わ枇 「聾学瀲 髞 程小学部

備」 の 留意点に安全指導が追加 され たもの で あ っ た。現場で は
，
尼 φ指導要領 の 趣旨に沿 うた

め，「教育課程をどの よ うに編成す るか とい う方 向へ 傾」き， 「自由な教育課程研究を拘束する

結果 を招い た」 と いttSl体育 （保健体育）科の 指導計画 も小学校に準 じて作成され た の であるが

児童 ・生徒の 実態か ら 「普通児 と同 じ事 （真似事）で な く， どこ に欠陥が あるか を見い 出 し，

それ をカ リキ ュ ラム に取入れて ，よ り多 く，よ り広 く経験 を与え 」 て い くべ きで ある と い う意

見翳 「重点的に教材を選 択す べ きで あ點 とい う批判 もあ っ た 。

　 こ の 指導要領は ，．
Ir
次官 通 達」 とい う形で 示された もの で あり， 幼稚部の 設置が多 くな っ た
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ととや対象児が多様化 して き た こ とな ど の 教育情 勢の 変摺 そ れに合わせ て 小 ・中学校の 指導

要領改訂が進めちれて い た こ とか ら， 早晩改訂 しな ければ な らな か っ た 。 教育課程審議会 の答
　 　 　 　 　 　 　 （5z ）

申に もあるよ う に，基準 の 明確化 ， 教育 目標 の 明示，児 童 ・生徒の 特性へ の 対応，教科目標及

び内容の 精選，基礎的学習の 重点化 な どが 改訂の 基 本方針 とな り，39年度小学部，40年度中学

部 ， 41年度高等部と改訂聾学校学習指導要領が順次実施 された 。

　 こ こ で は ， 体育 は ， 「運動お よびそれ に関係する諸経験また は活動を通 して 行 なわれ る教科」

で ，「健康 ・安全で 幸福な生活 に 必要な 習慣 」の 形成 と，
「心身の 調和的な発達を図 る」 こ とを

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （53）

目標 とする と示 され た 。 小学部体育科の 目標 は
，

そ の 第 1 項 の 冒頭 に 「聴覚 の 障害を克服 し」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （54×55）
の 一節が小学校 の それに附 された だけで ，小学校 と全 く同 じもの で あっ た 。 指導内容 も同 じで ，

独自な もの と して ，聴覚障害を克服 させ 各種の 運動を適切 に行 なわせ るため，特 に次の よ うな

齷 や配慮が腰 であ る と示 され て い兇

　   　年令差及び質 と数な ど の 児童 の実態を考慮す る こ と 。

’

　   　通学問題か ら起 こ る体力的 ，精神的 な消耗の 差 異 や生活経験 ・様式 の 差 異 な どの 学校や

　　 地域を配慮する こ と。

N   　聴覚障害 によ るハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を矯正 し， 体位 ， 技能向上 に役立 つ 施設及び教具を く

　　 ふ うするて と。

　   　言語 よ りくる理 論的な面の 理 解 の ため に，知的に も技能的に も基礎 的な もの から指導 し

　　 て い くよ う計画を た て る こ と 。 運動用 語 ，
ル

ー
ル 用 語 ， 器具 名称 ， 動作1呼称を徹底 的 に理

　　 解させ る こ と 。

　   　合図の 方法 には ， 呼 びかけ， 笛，太鼓，旗1発走用 ピ ス トル ，電光な どを くふ うして使

　　 用す る こ と 。

　 留意事項 も小 ・ 中 ・高校 の 学習指導要領 へ の 対応 に関 する 基本方針の 変化 ， 児童 ・生徒の 実

態 （年令， 障害，能力） の 変化及 び教育情勢の変化な ど に対応 しなが ら，改訂毎に そ の 内容を

変化 させ て きた 。 小学部で は ， 小学校体育科の 目標 との 関連か ら，前回の 留意事項 も無意味と

な り，上述の よ うに 新たな留意事項が示 され た の で あ る。  〜  の 年令差や通学の 問題 は∫義

務教育化 に よ る児童増 に 対応 した処 置で あ っ 1戳 また   〜  の 障害 へ の 配慮 は，従来の 研究や

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （58）

実践か ら得た成果を集約 した もの で あ っ た 。 こ うした方法論上の 特殊性 は，戦前か ら叫ばれ て

い た もの で ，新 しい 理 念で はなか っ た翳 戦後新 しい 聾教育及 び体育の 教員が漸次採用 される 、
　 　 　 （60）
に 及んで

，
「聴覚の 障害を克服 」させ るため，伝統 的ともいえ る指導法を示 して お く必要 があ

っ た の で あろ う。

2． 課外体育活動

　 30年代に入 っ て ， 地区別 の 体育連盟 組織も拡大 ・ 強化 され て い っ た 。 北陸地区 は長岡聾学校

の 主導に よ り，
32 （1957 ）年｝こ親善体育大会 （野球 ， 卓球 ，

バ レ
ーボール ）を開催 ，

36 （1961 ）

年｝・ は北髄 瞎 学校体龍 盟を騰 し兜 東北地区で a4．第 8 醂 育大会 （・958）を契機｝・

東北駆 聾学校体龍 盟 を結成 盲 ・聾合併の 運営 蠏 消 し黜 近畿地 区で は，
　 33 （1958）馬

近畿聾学校体育連盟を近畿地区聾学校体育連盟 と改称，東海地区も，35 （1960丿年に東海地区

聾学校体育連盟を発足さ tt
（9i）。 こ の よ うに ， 課外体育活動の 推進母胎で あ る体育連盟魁

一部

の 地区を残 し全国的に 結成 され，「全 国 聾学校体育連盟」創設の 気運 も高ま っ て きた 。 昭和 37

年度全国ろ う教育研究大会 にお い て 成立 し得な か っ た全国聾学校体育連盟 は ， 翌年度の 同大会
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の 第 1 日 目 （11．2．）， 大塚聾学校にお い て 東北 ， 関東 ， 東海及 び近畿の 4 地区が参加 して結成

され1箔。 「金 国 聾学 校体育連盟規約」 の 第 1 章総則第 4条 に よ れ 1弍 「本連盟 は全 国にお け る

聾学校 の 体育を振興 し
， 児童生徒の 体位の 向上 を図 る とと もに ス ポー

ッ 精神の 涵養を もっ て 目

的 とす る」 とされ，第 6条 で 「1． 各 地 区聾学校体育連盟 の 強化 ， 発展 と相互 の 融和連絡 ，

2． 各 種競 技会の 開催，3． 体育に関す る講習会 ・研究会 （後略）」 など，
11項 目の事業を行

な うこ とが規定 されて い製。「各種競技会 の 開催」と掲げ られて い た斌 「大会運営細則」には ，

「体育連盟 は陸上競技大会及 び卓球大会を主管す る」 （第 2i勦 とな っ てお り，各地区体育連盟

ヵ注 管 して い た野球 とバ レ ーボ ー
ル は除外されて い たの で ある 。 第 1 回全国聾学校陸上競技大

会 は，39 （1964） 年 6 月 7 日，横浜の 三 沢競技場で ， また第 1 回全 国聾学校卓球大会 は，40
（1965）年 2 月 7 日 ， 東京体育館で 開催

’
され製。 こ の 連盟の 発足 に 当た っ て は， 関東地区聾学

校体育連盟関係者 の 努男が大 きな力 とな っ て い た 。 ま？c そ の 発足 の 背景に は，体育科教員 の 充

足 と生徒増に よ る 運 動部活動の 活発化 ，
そ れに 伴 う地区体育連盟 の組織強化が あ り， 社会性の

’
育嬲や対応教響とい う理念的支え もあ っ た。

　
一

方，卒業生 は，日本 ろ うあ体育 協会を結成 し，第 1 回全国 ろうあ卓球 ・体操競技選手権大
　 　 　 　 　 　 （71）

会を開催 （1964），在校生た ちに に も希望を与え た 。 39 （1964）年 ， オ リ ン ピ ッ ク東京大会が

開かれ， こ の 大会 に呼応 して 国際身体障害者 ス ポ ーt
ツ 大会が，第 1 部国際大会，第 2 部国内大

会 に分けて 挙行 され努落 こ の 大会 が契機 とな り， わ が国の 身体障害者及 びそ の 関係者の 中に ス

ポ ー
ツ 大会開催の 気運が 高ま り， 第 10回 国民体育大会 （1965，10．， 岐阜県）後に第 1 回大会が

　 　 　 　 （73）　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 〆

開催 された 。 以後 ， 国民体育大会秋季大会終了直後 に同開催地の 施設を利用 し，運営の援助を

得て 毎年開催 され るよ うに な っ た 。 こ の 大会は記 録を本位 とす る競技会で は な いが ，
ス ポ ー

ツ

を通 じて身体障害者 に 「勇気 と希望 」を与え て い る と と もに ，社会 の 「理解 と認識」 を深 め て

い讐。
こ の よ うIU，　40 （1965）年前後に 至 り，聾学校の 運 動部活動 は，それを取り巻 く環境 も整

え られ，更 に活動を強化 して い っ た の で ある 。 　　　　　　 r　　　　　
』
　　　　　　 一

　 体育行事は，30年代に入 っ て ，児 童 ・生徒に 広範囲の 経験を提供す る た め
，

い っ そ うそ の 活

動 内容 を拡大 して い っ た 。 20年代後半か ら健康増進の
一

環 と して 行なわ れ て き た各種競技大会

も定着 し， 新た に季節や地域性をい か した水泳 ， 登山，
キ ャ ン プ

，
ス キー

，
ス ケ

ー トな どの 活

動 も取 り入れ られて き兇 こ れらの 実情 を踏 まえ，39鞭 実施の 「鮮 校轄 指轅 領小学部

編」 は
，

「春 の 運 動 会 ， 秋の 運 動 会，春 と秋 に行 な う遠足 ，夏季の 臨海学校とか ， 林間学校 の

開催 ， 冬季 ス キ ー
，

ス ケ ー ト教室，校内の 学年 ・学級対抗競技会，隣接校 との 総合運 動蟹」 を

例示 し，こ れ らの 活動を指導計画 に組み入れ る こ とが望ま しい としたの で ある。 現場で は，
’
こ

う した活動 内容の 多様化が さまざ まな問題 とか らん で 問題 視されて い た 。 例え ば， 「施設 ・設

備」，
「予算の 不足1，「コ ミ ュ

ニ ケ
ーシ ョ ン の 困難性1，「年令差 の 過大」， 「児童 ・生徒及び教師の 負

担過重」，、「内容や運営の マ ン ネ リ化」，「練習 ・準備及び実施に要する時間の 不足 」な ど聡 指

導を困難に して い る要因 と考え られ て い た 。

　3． 研究 動向 の 概要

　 30年 代に発 表 され ≠ζ件数 （63件 t24 ．　6％ ） は， 20年 代 の それ よ り大 幅に増 加 し， 昭和元

（1926）年〜同 10 （1935）年頃の 活発 さを取 り戻 した 。 報告の 内容を見 る と，機能に関す る研

究 （34件，13．3％） は顕著 な増加を みせ，新た に身体的構造面 の 研究 （7件，2．7％）や幼児

体育 に関す る研究 （5件，1．9％） も報告 され警1「第 1表」で も明 らか なよ うに ，機能 に 関す
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る研究で は，平衡性に関する研究が最 も多 く， 構造 に関する研究で は， 歯牙 に 関す る研究が殆

ん ど で あ っ た こ とが注目され た 。 なお ， 「第 2 表」に も示 され て い るよ うに ， 運動領域別 の 指

導法 の 研究が増加 の 傾向を示 し，次期に 本格化す る実践に役立 つ 研究の 胎動が見 られ た。

班　 昭和 40年代の概観

　30年代で制度 的整備を終え た聴覚障害教育は，40年代に入っ て 新 しい教育的諸情勢の 変化 に

対応 しなが ら， 教育内容 の充実に 努力 して い っ た 。 小 ・中 ・高校 の 学習指導要領の 改訂を追 い

か けなが ら改訂 して きた聾学校学習指導要領 も， 漸 く前者と同時期に 告示される よ うに な り，

内容的に も精選 ・ 定着の 傾向を強めて い っ た 。 30年代か ら問題化して きた イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン

（lntegration）は
，

「一人ひ とりを伸ば す教 育」と い う視点で と らえ られ ， 推進 され て い っ た。．

なお漸 灘 の 飜 ・謙 皸 ・重鱆 害児鏘 及び トー
タ… コ ミ 。

二

妊 ・ 。 ン α。・。I

communicati 臨 な どが聞題視 され るよ うに な り，それ らの 対応 が 迫 られ た 。 施設面で は，校

舎や運動場の 整備完了に伴い
， 体育館や プ ール な どが整備 されて い っ

（

鑑
1， 体育 （保健体育）科教育課程 、

　小学部 ・中学部
一

貫 した教育課 程の 改善を図 るた め
， 小学部編に 続き ，

’
39年度 に 中学部編

（文部省告示iglO3号）が 実施さ濃 。 そ れに よれ民 保健体育科の 目標，各学 年の 目標及び内

容は，小学部 と同様，目標に おい て そ の 第 1 項 冒頭 に 「聴覚の 障害を克服 し」 が附加 されただ

け昏商 とは 厂中学校鞜 指鞭 領」 （文部雛 示第8・号 ・9靆） と全 く同 じもの で あ 。 た。

しか し独 自な もの と して ，「指導 計 画作成 および学習指導 の方針」で は，中学牧 の それ に 「聴

覚を保護 した り，視覚障害や そ の 他の身体障害を 防止す るために，指導 にあ た っ て は ， 耳鼻科
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （B4）

医および眼科医な どと， あ らか じめ連絡を とり， 指導す るよ うにす る」の 1項 目が附加されて

い た 。 なお，聴力や知能な どの 多様化して くる傾向を受けで ，重 複障害児の教育課程は別 に編

成で き る こ とが 宗さ既 障害の 状態，即 ち個人差 に応ず る配慮が なされた 。

　41年度に実施をみた高等部編 も，小 ・中学部編と同 じ傾向の もの で あ っ た。 しか し高等部編

は ， 指導内容で 「ラグ ビ ー
」 を削除 した り， そ の 他定時制関係 の もの が除かれて い た点で 「高

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　 （96）

等学校学習指導要領」 （文部省告示第 94号 ， 1960）と若干の 相違が見 られた。 こ うした相違は ，

聾学校の 実情に 合わせ た配慮か ら生 まれた もの で あろ う。 運動場の 狭隘性 ， 聴覚障害及び個人

差の 激 しい 学習 グ ル
ー

プ構成などに よ る安全性確保 の 困難か ら， ラ グ ビ
ー

を闇除 した もの と考

え られ る。　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ．　　 ノ

　40 （1965）年を境 に実施をみた
一

連の 聾学校学習指導要領 は ， 体育に関 して ，次の よ うな特

徴を もっ て い た 。 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　
tt

　  　告示 とい う形で ， 従来 よ り法 的拘束性や法的基準性が強化され た。

　  　準ずる教育理念 は踏襲されて い たが，小 ・中 ・高校と同等な 目標とな り， 同じ内容を扱

　　うよ うにな っ た 。 　　　　　　　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1

　  　 「指導計画作成 お よ び学習指導の 方針」，に お い て
， 聴覚障害に 関連した特別 な配慮事項

　　が示 され た。また そ の 補足の た めに解説書も出されて 指導方法や指導上 の 留意点な どを詳

　
’
しく述べ ，趣 旨の 徹底 を図 っ た 、

　  　重複障害児童 ・生徒の 教育課程 は ， 特別 に 編成で きる こ と に なっ た 。
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こ れ らの学習驪 要領 は・体緬 で は小学部 呻 学1 ：高等部の 体系化暇 立 ち濱 的族

に成果を収め て きた 。 しか し児童 ・生徒の 障害 の 状態や能力などが 多様化 しっ つ あ っ た り， 生

徒減少 も急激 で あ っ た た め ，現場で は こ れ らを 「優先 」 して 具体的学 習計画を作成 しな ければ

な らな い と こ ろ か ら，
一

部 で は学 習指導要領 の 「基準性は 実質的 に は，あ ま り意 味を持たな」

くな っ て い鯉。

　高等部編の 実施 をみ た翌年 ， 早 くも小学校学習指導要領改訂の 動 きが出始 め
， 準ずる教育を

基本原則 と して い る聾学校 教育 も，「昭和 43年小学校の 教育課程の 改善及 び昭和 44年中学校の

教育課程の 改善が打ち出された の に合わ鯉」， 教育 課 程 改善の 準備 に入 っ た 。 勿論 そ の 改訂

の 背景 に は，40 〈1・965）年以後 の 児童 ・生徒数 の 減少傾向 ， 障害や 能力 の 多辮巴早期教育や

聴能教育に よ る言語指導の 進讐 言語形成 ・受容 ・表出な ど の 能力を高め る指導領域の 設定の

必躍 な ど に 対応 す べ き教育腰 請が あ 。

’
tc。小学部沖 学部滴 等部 の 改訂学習｝講 要領 は ，

小 ・中 ・高校 と同時期の 46，47，48年度 に実施をみ た 。 そ の 改訂点は，体育に関 して ，次の よ

うで あ ぷ難
4）

　  　従来教育 目標 は，小，・中 ・高校 に 「準ず る目標」 とな っ て い た が，同 じ目標とな っ た 。

　  　障害の 状態 を改善 ・克服するために，新領域として 「養護 ・ 訓練」が教育課程上に位置

　　づ けられた 。

　  　総則 に 「第 5 体育」 （小 ・中学部），
「第 5 款体育」（高等部） を新設 し，｝そ の 重要性 と学

　　校の 教育活動金体を通 じて 行な うべ 考こ とが，小 ・中 ・高校 と同 じく明 らか に され た 。 特

　　に 体力の 向上に つ い て は
， 養護 ・訓練に お い て も配慮す べ き で ある こ とが示 された。

　  体育 の 目標 ・内容 に関 して は ， 小 ・中 ・高校 の 学習指導要領 に準ず る もの と して 独 自な

　　もの は示 さず ，「各教科 に 関 す る指導計画 の作成 と各学年に わ た る 内容の 取 り扱 い 」 （小 ・

　　中学部）， 「各教 科 ・科 目に関す る指導 計画の 作成 と内容の 取 り扱い 」（高等部）に お い て ，

　　特 に 配慮 すべ き事項が示 された 。 　　　 　　　　　 ，

　  　障害の 種類，程度及 び能力 ・適 性な ど の 多様性 に 応 ず る ため，「重 複 障害 者等 に 関す る

　　特例」 で
， 教育課程 の 弾力的編成が 図れ る よ うに した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （95）

　なお，小学部，中学部で の 指導上 配慮すべ き事項 は，以下の よ うなもの で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s

　   　指導計画作成に 当た っ て は ， 必要な 内容が片寄 りな く学習で き るよ うにする 。

．
  　複式学年 （合併）授業で は，発 達段階を考慮 して 内容を選定す る 。

　   　球技の 審判に つ い て は，聴覚障害を考慮す る 。

　   　水泳指導で は，耳鼻の 疾病予防，安全保持に 留意する 。

　   　ダ ン ス 指導で は， リズ ム がわか り易 い音楽を選定す る 。

　  　聴覚及び平衡機能の 障害に起因す る事故の 防正に留意す る 。

　高等部で は
， 耳鼻の 疾病 予防な どの 健康管理や運 動中止 の 合図など の 安全 管理 に 留意 す る こ

と ， 視聴覚教材教具 の 活用 ， 実習，調査 ， 見学 な ども加え て 学習効果を あげ る こ とが示 さ れ て

い 雙。 こ う した配慮 事項 の 内容か らもうかが え る よ うに1児童 ・生徒の 実態に 応 じて
， 各学年

の 目標や 内容の 設定な ど，弾力的に教育課程を編成す るこ とがで きるよ うにな っ た 。 こ の 意味

で 基 本的に は学習指導要領の 法的拘束性を受け て い るが，地域に根ざ した児童 ・生徒の 実態や

要求 に応 じた 自主的な教育課程の 編成 が で きる よ うに な っ たわけで あ る 。 宮崎美達の 「新指導
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （97）

要領 に もとつ い た望ま しい 聾学校高等部の 男子体育の 年間計画 の 作成に つ い て 」は ， そ の 趣 旨
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に沿 っ た実践報告の
一
例で あ っ た 。

　終わ りに
， 新設の 養護 ・訓練 に つ い て ふ れ て お こ う。 改訂毎 に教科指導が 強調 され ， どの 教

科で 重点的に指導すべ きか論議されて きた意志の 伝達に関す る諸問題が ，養護 ・訓練とい う新

教科を設 ける こ とで
一応の 解決をみ た 。 養護 ・訓練は 「心身め調和的発達の 基盤をつ ちか う」

こ とを 目標 とし， 特設時間及 び 「学校の 教育活動全体を通 じて 適切 に行 な うもの 」 とされて い

　 （98）
た 。 総則 「第 5 体育」，「第 5款体育」に は，前述 した よ う に

， 体力の 向上が 「養護 ・ 訓練に お

い て も，
じ ゅ うぶ ん 指導す る よ う」 に 示 さ れ ，

一
方 ， 養護 ・訓練の 指導 内容 に も 「運 動機能の

向上」 が含ま礼 体育と の 関連は密接で あ 豪爨。 しか し，現場で は，指導内容の 一
つ とされて

い る 「意志 の 伝達」が摸 肭 容 と嬲 体育 との か か朸 合 い 腫 複騁 児の 酪 為除い て

従来と大差の な い もの で あ っ た 。

2． 課外体育活動

　陸上 競 技は25校 （1964 ）， 卓 球 は18校 （1965）の 参加 校に よ っ て 始め られ た 二 大全国大会
幽

も， 40年 代爾終わ りに は ， 前 者は41校 （1974）， 後者は 34校 （1974） の 参加を得 るまで に発

展 ， 陸上競技大会 で は ， 記 録は各種 目毎 に 年々更新さ れ ，
運動部活動の 充実化 を裏づ け た 。 北

陸地区 （1971）や九州地 区の 一部 （1972）の 全 国聾学校体育蓮盟へ の 加入 も実現 し，そ の 登録

者数 も41年度 の 414名を48年度で 920 名に 伸纓   しか し，48年度現在に お い て ，九州地区の 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （104）
部，四国，中国及 び北海道 の 各地区は ， なお未加盟の 状態を続け て い た 。 そ の 加盟 をはばん で

い る要因の
一

つ に ，障害児学校の 伝統的 と も思 わ れ る財政的基 盤 の 貧弱性が あ っ た 。 換 言すれ

臥 年 々減少 を示す少 な い生纖 に よ る齷 な父兄負撒 注 な駆 であ 。 た 。 統合教育の 理念

を背景 に ， 他学校 との 交歓試合が 行なわ れ た り， 地域に よ っ て は中学 ， 高校 の 体育連盟 に加盟

する傾 向も強ま っ た 。

・こ うした交流活動は聾学校課外体育の 最終的な 目標で もあ っ たが，反面

財政的な支障を解消する手段 ともな 4ユ

惣 全聾体連関係者の 「単独加盟の促進，未加盟地区加

入の 呼びか け」、が緯えず続けられ て い たが，．生徒数の 顕著な減少に経済情勢の 悪化が重 な 夙

更に そ の 困難を増 して い っ た 。

　な お関東地 区にお い て は，40 （1965）年か ら中学部木会 も実施され，46 （1971）年には中学

部体育連盟が結成 さ認氾 従来の 体育大会は ， 高等部主体の 大会で 中学部生徒に充分な活躍の

機会 を与え て い た とは い え なか っ た 。 機会が あ っ て も年令差が 問題 とな り ， 成果 は期待 で きな

か っ た。それ らの 諸問題を解決す る こ とが，
ド』
分離の 趣 旨で あ っ た 。 中学部体育連盟は ， 野球，

バ レ ーボ ーVV
， 卓域 陸上競技の 各大会 を霊響し 中学部生徒 に大 きな希望を与 え た 。 学校数

と生徒数が多 く， 交邇 の 便 が よ い 地区に 可能な こ ととは い え，そ の 決意と実践は ， 聾学校課外

体育活動をよ り確実 に充 実 させ；次の 発 展 ・飛 躍 を目指 した もの と して 全国 的に注 目ぎれ た。
’

　 40 （1965）年の 国民体育大会岐阜大会 か ら始 ま っ た全国身体障害者ス ポ
ー

ツ 大会 は，そ の 後

国民体育大会秋季犬会終了後，毎年そ の 地で 開催 され，聾学校 の卒業生及び在校生 も他の 障害

者 に伍 して卓球 ， 水泳及 び陸上競技｝ご活躍 した 。 こ の 大会は ， 常時全国大会 に参加 し得な い地

方の 聾学校在校生 の 水泳及び陸上競技の レ ベ ル ・ア ッ プ に寄与 して い る。

一
方 ， 40 （1965）年

6月に は
，

ワ シ ン ト ン （Washington ） で 開催 され た第 10回国際ろうあ者競技大会 に 日本チ ー

ム か初蔘甜 ．国際舞台で も活躍す るよ うにな っ た 。第 11回大会 （Belgrade　Yugoslavia，f969）
には卓球 と陸上競衰聖1第 12回大会 （Malm6 　Sweden，1973）には卓球で 輝か しい 戦績を幾巴
「友好 と信頼 と平和」 に貢献 した 。 国 際競技大会 の 参加を契機に卒業生た ち の 全 ろ う体健 も，
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42 （1967）年か ら毎年全国ろ うあ者体育大会を開催する こ と とな 9兜。

』
そ うした卒業生たちの

内外に おけ る活躍は ， 在校生た ちの 大 きな刺激剤 とな り，課外体育活動をよ り活発な もの に し

て い っ た 。

　最後に
， 聾学校課外体育活動の 発展 は もと よ り， 生徒 たちの人間育成に 貢献 して い る 「奥田

体育賞」に っ い て ふ れて おかね ばな らな い 。 永年，全国聾学校体育連盟の 結成 とその 発展に尽

力され た奥田実大塚聾学校長が，46 （1971 ）年退官を機に 聾学校体育振興 の た めに私財を醵出

され た の で 轟 凜 れを齢 として 懊 田体韻 会」が 設立さ礼 鯖 に 関 して 成績優良姓 徒1（

「体育賞」が
， 体育振興に 貢献 した教職員 に 「功労賞」が贈られ る こ ととな 一9饗。 こ の 賞は 「口

話賞」や 「ヘ レ ン ケ ラ
ー賞」とともに

， 課外体育活動 に 励む生徒た ちに大きな 目標を与えた。

従来やや もす る と無 視 されが ちな課 外体育活動 に 人間形成 とい う理 念を与 え た 点，こ の 賞の 意

義は大 きか っ た 。

　以上の よ うに，40年代の 聾学校課外体育活動は，40年代初期か ら顕現 し始め た生徒減少傾向

や財政的困難 を克服 しなが ら，

一
歩

一歩着実 な発展をみ せ た の で ある 。 こ の 着実な発展は ， 各

地区や全 国 の 組織 を強固に し， 内外 の 諸体育大会 を企画 ・運営 して きた連盟 関係者 ， 協力を惜

しま なか っ た 教職員及 びそ れ らを援助 した父兄 と，精神的支え を与ξた 「奥田体育賞」 を背景

に して 初め て 成 し得 た もの で あ っ た 。

3． 研究動向 の 概要

　 40年代の 発表件数 は，「第 1 表」 に も示 した よ う｝C，30年代 よ りや や少 な い 40件程度で あ っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

た 。 機能 に 関 する研 究は減少傾向を み せ た もの の
， 形態に 関する研究 とともに 30年代の傾向を

維持 して い た 。 40年代 の 研究動向の 特徴は，指導に関する研究 （28件，
10．9％ ）が 多くな っ た

こ とで あ ろ う。体力 づ くり，遊戯 ，
器 械運 動，格技，ダ ン ス ，視覚機器利 用，教育課程，そ の

他指導全般 な どの 報告が あ っ た 。 こ れ らの 報告 は， 体育学習の 本来の 目標，あり方 の 究明で あ

り，体育学習指導法に対する検討で あっ た 。 こ うした指導に関す る研究の増加とそ の 多様化は，

戦後の 研究活動 に見 られな か っ た新 しい動向で あ っ た 。 そ して
， それは戦後の 基礎的な研究 ・

調 査 か ら脱皮 し，児童 ・生徒の 最大限の発達可能性 を求 めた実践研究 に ，漸 く関心が 向け られ

て きた こ とを示 して い た 。

rw　戦 後 に お ける聾学校体育動向の 総括

　戦後30年間の 聾学校体育の 推移を三側面 か ら概観 して きた の で あ るが，それ ぞれ の 側面で 次

の よ うな主要な勁向が見 られた 。

　教育課程にお い て は ，

一
貫して 「準ずる体育」 とい う基本的態度が とられた。 しか しなが ら

そ の 「準ず る 」 内容は ，学習指導要領 の 改訂毎に ，、よ り小学校，中学校 ， 高等学校 に 接近する

傾向を見せ た の で あ る 。 ま た 体育 （保健体育）科 は
， 養護 ・ 訓練を含む よ り広 い 領域 に関連を

もつ よ う に な っ て 関連領域へ の 適切な対応が 迫 られ 、 合わせ て 重複障害児など，個々 の 障害の

状態及び能力 ・適性に即 して 自主的 に指導計画を作成 して い かな けれ ばな らな くな っ た 。

　課外体育活動 は，学校 の 内外にお い て漸次活発 化 し，40年代に お い て 最 も発展 ・充実 した と

い え よ う。 しか し次の 飛躍が期待され た もの の
， 生徒減少 とい う情勢の 変化に直面 し， そ の 活

動 も停滞 しよ うとす る傾向が見 え始 めた 。
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研究面で は，全般的に多様化の 傾向が 出て きて お り，実践面 に役立 つ 指導 に関する研究が多

くな る傾向を示 した 。

V 　昭 和 50年代の 課 題

　終わ りに ， 戦後30年間の 動向を踏まえ なが ら当面する課題を探 り， 若干の 展望を試み ， ま と

め と した い
。 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 tt

　村井潤
一

は
， 最近次の よ うな諸問題が聾教育界 に 起 こ っ て い る と指摘 して い る。そ れ ら は

，

聾学校生徒の 減少 ，
口話 ・手話論争，早期教育 の 問題，重複障害児教育の 問題，統合論，研究

基礎資料不足 の 問題 な どでSik”

． 井原 栄＝ ，草薙進郎も，それ らの 問題に教師の 教育観の 変容，

協力指導体制の 試み ， 学習形態 の変化，職業教育の 再検討， 養護 ・訓練の 実施な ど も加え て 新
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （116）

しい 問題 として とらえて い る 。 体育 は着実 な歩みを続けて きたが ，そ うした問題 と もかかわ り

は深 く， 学習指導要領の 改訂を も含め
， それ らの 新 しい教育問題に 対応 して いかね ばな らな い

。

こ れ ま で の 考察 か ら，
50年代の 体育は

， 少 な くと も次に 掲げた諸点が課題 とな ろ う。こ れ らの

課題に 対す る検討 と適切な対応 が
， 次代 の 展望を 明る くす る条件 とな るであろ う。

L 　墾学校対象児 の 減少 とそ の 対応

　聾学校対象児 の 減少傾向の 原因は J 未だ明 らかで な い 。しか し出現率に余 り変化がな い とす

れば
， 早期発見 ， 早期教育及び補聴器の 発達に よ る小学校や中学校 へ の 就学の 増加並び に 難聴

学級就学の 増加な どが要因 として 考 えら認幾 こ の傾向 自体は喜ぶ べ き現象 とい わ な ければ な

らな い が，そ の た あに現場で は多 くの 波紋が生 じて C・ る 。 生 徒数が減 少すれ ば，「多様性に応

ずる教育」 も容 易 とな り，「
一

人 ひ と りを伸ばす教育」 も徹底す るか の よ うに考え られが ちだ

が ， 体育に関 して は ， 他教科と異な り， 学習形態 の 特殊性か らそ の 数に 限界が ある 。 人間教育

と い う面か らも， 集団 ゲ
ーム と い う実践面か ら も， 最低限度の 人数を 確保 し て い な けれ ば な ら

な い 。限界を越 え た現場で は，個人 ゲ
ー

ム や個 人活 動が多 くな り，「心 身 の 調和的発達 」 に 甚

だ不利な学習 に な らざるを得な くな っ て い る 。 なお ， 現今の運動部活動費は ， 多 くは生徒 自身

の 負担に よる もの で あ り，前述 した よ うに，生徒減少は活動費の 削減 に つ な が り，活動 自体を

圧迫
一Lて い る。こ の よ うに ，

二
，

三 の 問題を取 り上 げて も明 らかなよ うに
， 生徒減少に っ い て

の対応 の 問題 は
， 今後の 聾学校体育の 最大の 課題 で あ り，

こ の 課題を適切に 解決 しな い 限 り，

将来の 展望 は開かれな い とい っ て も過言で なか ろ う。そ の 具体的な対応策 として の 良策は ない

が，少 な くと も次の よ うな方法を講ず る必要が あろ う。

　 1） 体育活動 は，正 課体育，特別 活動，課 外体育 （運 動部 活 動）， 養護 ・訓練の 四領域に お

い て 行なわれて い る 。 体育科 目粛 と関 して ，具体 的な個 々 の 目標を ど の 領域で 重点的 に達成す

るよ う努力 して い くか を， それぞ れの学校に お ける実情 に応 じて 検討 し，計画的に 実践 して い

くこ とが必要で あろ う。 また運 動教材を児童 ・生 徒の 実態に 即 して 改良 ，

．
工 夫 し

， 教材毎の 目

標を明確に して 指導する とともに
，

そ の 目標達成の た め の指導法を も研究 して い か ねばな らな

い 。実態に即 し，且 つ 将来 の 展望 に立 っ て 「一人ひ とり」に つ い て 体育の 目標が達せ られ るよ

うきめ の 細か い 学習指導計画を作成 し，実践に 移 して い かねば な らな い 。

　 2） 複式学年授業を行 な う場合 に は 、 従来の 伝統や 習慣に とらわれ る こ とな く，児童 ・生徒

の 質 と数を考慮 し，体育的効果が最大限 に期待 で き得 る合併方 法を計画する こ とが肝要で あ る 。
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それ は，安易な合併で な く，計画的意図的な合併 で な ければな らな い とい うこ とで ある。 また

そ の 指導に 当た っ て は， 学年 目標を崩すこ とな く複式の 指導計画を作成 し， 心 身の 円満な発育 ・

発達に 留意 す る こ とが必要で あ る 。 学習指導要領 は
， 特別活動に つ い て 「適宜他の 学級や学年

と合併す る な ど して ，少人数か らくる種 々 の 制約を廨摺  す るよ う提示 して い る。特別 活動に

お い て は当然の 処置で あるが，こ の場合で もこ の 領域 に おける体育的諸活動の 目標 を明 らかに

し， 計画的に実施 して い く こ とが強 く望まれ る。

　3） 課外活動に おける父兄の 経費負担は ， 各学校で は
， すで に頂点 に 達 して おり， 関係当局

の 助成 を期待せ ざるを得な い 。心 身障害児教育は公教育で あ り，戦前 の よ うな慈善的方法で解

決す べ き問題 で はな く，聾学校課外体育活動 の 意義の 大 き い こ とを考 えれ ば，就学奨励費の 枠

内で 「課 外活動奨励費」な どの 助成方法が 講 じられ る の も一方法で は なか ろ うか 。 聾学校 関係

者は，早急に 県や国の 関係当局に 理解を求め るべ く検討す べ き で あろ う。

2． 教育年限の延長 と そ の対応

　聾学校 は，教育的要請に応え て小 ・中 ・高等部 を中心 に上下 に教育年限を延長 し，児童 ・生

徒 の 発達 の 可能性を追求 して い る 。 幼稚部に お い て は，早期言語教育の 必要性か ら， 3歳児か

ら 2 歳児 へ
，

2 歳児か ら 1歳児 へ と対象範囲を拡大 して お り，

一方 ， 上級学年で は， 教養を深

め
， 産業界の 技術的進歩 に対応 す るため専攻科を設け，現在，聾大学の 設立 さえ も論議 され て

い る情勢で ある 。 延長 されつ つ ある こ れ らの 児童 ・生徒 に対 し， 体育は重要な役割を果たす必

要が あ る 。 幼稚部に おける言語指導 は，灘び を主体 と した指導で あ り，専攻科教育に おける職

業教育 も生涯 体育と表襄の 関 係に あ り，ともに体育 を重 視 しな ければな らな い 課 程と い え よ う 。

従 っ て
， そ れ らの 要請に 応 え るため，児 童 ・生徒 の 発 育 ・発 達 の 実態を心 理学的 ， 生理学的 ，

社会学的側面か ら調査 ・研究 して い かねばな らな い 。 そ う した基礎資料に よ り，実態に 即 し，

しか も小 ・ 中 ・高等部 と体系的関連を もっ た指導計画が作成 されて い くべ きで あろ う 。

3．統 合教育 の 振 興 と そ の 対応 　　　　　　　　　　　　　 ・

　統合教育 とは ，
「聾 学校 の 対象の 児 童生徒を普通の 幼稚園 ， 小学校 ， 中学校 ， 高等学校に学

ばぜ
1

罰 教 育 の こ とで あ る。 こ の 教育は，「1961 年 ア メ リカ の 名門 レ キ シ ン トン 聾学校に よ

っ て 3 同校か ら普通学校に統合 した生徒た ちに関す る諸特性の 検査結果の ま とめ が報告 され」

た こ とが導火線 とな り，普及 し て きた 教育 とい われ て し！
l
戳 わ が 国 で は，未だ全国的に 定着 し

て い な い が ， 今後 ますます拡大，振興 して い くこ とで あろ う。

　明治38 （1905）年 10月 24，25 日，「京都市立第
一

高等小学校運動会に本院聾唖生男女各 2 名

出場 ， 聾 唖部 全員 参驪ゴと ，
「京都府 盲聾教育百年史」 に 記 されて い る 、 こ の こ とは ， 聾学校

体育の 統合教育 の 嚆矢で あ り， 体育活動が統合教育の 先導を果た した もの として注 目されねば

な らな い
。 また岡山県 の 正課体育で の事留 戦前 ・戦後を通 じて の 運動部活動で の 多 くの 事例

（123）

が，統合教育に お け る体育的効果 を証明 して い る 。 こ の よ うに
， 歴史的に も体育 は統合教育で

重要 な役割を果た して きて お り，統合教育を実施する場合，体育担当教員 の 責任 は重大で ある

と考えね ば な らな い 。

　統合教育は，
一

人 ひ とり の 障害児童 ・生徒を最大限に伸ばすた め，健聴児童 ・生徒と平等の

世界で 教育 し
， 生活 させ る もの で 効果 も大で あるが，失敗の 影響 も大 き く，あたか も盲聾二重

障害児 の初期指導の よ う
（
｝翌 指導上の 過失が許 されない教育 なの で ある 。 従 っ て 関係者は ， そ

の 導入 に 当た っ て 事前に 充分な調査 と研究を行 な い ，明確な見通 しと計画及 び両校 の 教職員，

30

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

日本 に おけ る心身障害者体育 の 史的研究 （第 5報）

児童 ・生徒及 び父兄 の 共通理 解の もとで 実施すべ きで あ ろ う。 こ の 教育が広 く定着 し， よ り振

興 して い くこ とを願わず に は い られ な い 。

4． 教育対象児の 障害の 多様化 と そ の 対応

　心身障害児 教育の 対象 は，時代 と と もに多様化 の 傾 向を強め，そ の 範囲が 拡大 され て い る 。

聾学校で も 「聾精薄，聾言語障害 ， 盲聾，聾情緒障害」な ど，「副 次 的 障害を持 っ 者や 二 重障

害 と言え るケ
ー

ス 」 の 児童 ・生徒が増加 しつ つ 溶親 こ う した教育現実に対応す るため，佐藤

親雄は，対象児に適切 な学級及び学校 の増設 ， 教育の 対象 とな る障害児の 判別及 び対象 の 特性
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （126）
の 研究な どの 必要性を強調 して い る 。 佐藤が強調 する特性の 研究は勿論 の こ と ， 川 合章 も論 じ

て い る よ う
（

稷 こ れ らの 児童 ・生徒た対す る体育の 目標，内容及 び指導法ia　rAす る研究 も，そ

れと並行 して 行な っ て い かねばな らな い 。しか しこ うした問題 は ， 容易に 明 らかに され る もの

で はな く，多 くの 時間 と努力が必要 となれ る問題 な の で あ る。重度 ・重 複障害体育に関 して 共

通的な対応策 はな い で あろ う。 山形盲学校を初め と した多 くの 盲聾児教育 の 事例研究が示 して

い る よ うに，きめ の 細かな 指導計画 と継続的な研究努力に支え られ た事例研究 の 積み重ねが最

良の対応策と い えぱ い え る で あろ う。

5． 指導上 の 諸問題 に 関す る研究 の 推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ピ

　聾学校体育 も他 の 障害児学校体育 と同 じくい くつ か の 新 しい 問題 に 直面 して い る 。 それ らの

諸問題 に 適切に 対応 して い くため ，指導上か らも検討 して い かね ば な らな い い くつ か の 課題が

ある 。

　（1） 新学 習指導要領 へ の 対応　　　　　　　　 r

　　聾学校 の 新学習指導要領は ， 小 ・中 ・高校 と同 じ く， 55年度小学部 ，
56年度中学部 ， 57年

度高等部実施と決定 ぴ鷺 それ らの 内容は総体的に は前回の 内容を ほぼ踏襲 した もの で あ っ た

が
，

主 な改訂点は
， 次の よ うで あ っ た 。 　　　　　　　　 ・

　  　総則 の 「体育」が ， 総則 の 「教育課程一般」 の 中に組み入れ られ ， 従来 の 内容に 「日常

生活にお ける適切な体育的活動の 実践が促 されるよ う配慮 しなければな ら壕  が 附加 され た。

　  　「各教科に関す る指 導計 画の 作成 と各学年に わ た る内容の 取 り扱 い 」 に関 して ，特に配

慮すべ き事項が削 除 され ，
「児 童の 心身の 障害の 状態及び能力 ・適性等を

一
卜分考慮す る ととも

に
．
（中略）聾学校に お い て は，児 童の言語の 発 達及 び聴覚活用 の 状況に応 じて ，言語 の 指導の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （130）

方法に工 夫を加え る こ と」 （中学部 ， 高等部 も同 じ内容で あ る） に簡略化 され た 。

『

　  　特別活動を初 め，重複障害者に 関 して な ど，前回以上 に 弾力的な指導計画 の 編成が認め
　 　 （131 ）

られ た
。

　  　そ の 他，小 ・中 ・高校 の 学習指導要領 に 準 じて
， 教科 の 履修方法 ， 授業時数，単位取得

数な どが改訂 さ霧鏐。

．

　今回の 改訂 に よ 甑 聾学校は障害を もっ 児童 ・生徒の 実態や要求 に応え， しか も小 ・中 ・高

校の 学習指導要領に対応す べ く自校の 教育課程を こ れ まで 以上 に主 体的に編成 して い か ねば な

らな くな っ たわけで ある 。 体育の 指導 は， 日常生活の 体育実践を志向 しなが ら， 学校 の教育活

動全体を通 じて 適切 に 行 な わね ばな らな い こ ととな っ た 。 また授業時数 の 削減 に よ っ て学校の

教育活動 に ゆ と りが もて るよ う に な り ， 上 述 の 体育指導の あ り方と関連 して こ うした ゆ と りの

時間を ど う連用 し活用す るか，教育課程 編成 に お けるゆ と りを ど う工夫す 6
（ewな ど，各学校 の
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創意が 強 く要請され るよ うにな っ た。 こ の 意 味で ，具体的な体育の 学習指導計画の 作成 に 当た

っ て は ， 体育 は孤立的行動を とる こ とな く，学校全 体に視点を向け，慎重に きめ細か く対処 し

て い くべ き で あろ う。 　 ．

　｛2） 適切な教育課程が作成 されて も，そ の 展開に お い て 指導法 や指導技術が伴わな ければな

らな い 6 聾学校体育は ， 個 々 の 障害の 状態及 び能力 ・適性を考慮 した指導内容や指導方法 ， そ

れ と関連する学習 グル
ー

プや指導協力体制な ど の 編成，各学部や各学級 にふ さわ し い施設 ・設

備 曜 備 と拡充な ど詣 導形態 を規定 して い る諸条件 齲 鬪 して い かね ばな らぜ畿

　｛3｝ 正課体育以外の 教科及 び活動 との 望 ましい関連の しか た の  晃
　（4｝ 重複障害児 童 ・生徒の 適 切な体育指導計画の 作成と指導法の 群晃
　（5｝

』
統合教育に おける体育指導法 の 研究 。 こ の 問題は ， 統合教育め機会を通 じて ， 両校 の 指

導協力体制の中で 充分に検討 されて い くべ きもの で ある 。

6。 課 外体育活動振興 策 の 研究

　聾学校の課外体育活動は，歴史的に も正課体育 と密接な関連を もちなが ら発展 して きた 。 し

か し前述 した よ うに
， 新 しい 教育情勢の変化に 対応 して い かね ばな らず，50年代の 活動はあ ら

ゆ る 面 で こ れ ま で 腿上 に苦 し くな る で あ ろ う 。 関 係者 は
， 英知を 出し合 い 問題解決 に努力 して

い かな けれ ばな らな い 。課題 は多 くあ るが，次の 諸点が 主要な課題とな ろ う。

　 Cl）学 部毎の 課外体育促進 の 方法 の 研究 。 特 に低調気味の 小学部の 課外体育活動 を小学校並

みに活発に して い く方法を全 校的立 場で 検討 して い かね ば な らな い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　ト

　   　地区体育大会及び全斟的な体育大会の 実施方法の 研究 。 関係者 は，各学校及び地区の 実

態を直視 し，特に生徒減少に対応す るため の方法を含め た課外体育振興策を検討すべ きである。

　 ｛3｝ 社会体育参加の 促進 に っ い て の 研究 。 新学習指 導要 領は，「小学校の 児童又は中学校の

生徒及 び地域社会 の 人々 と活動を共 にす る機会を積極的に 設けるよ うに する ど
1

碧」を掲げ T
，

統合教育を推進 しよ うと して い る 。 こ うした意図は当然 の こ ζで あ り ， 関係者は今後そ の 推進

に努力 して い か な けれ ばな らな い 。そ の ため に は，関係者は
，
そ の 地域社会 に おける活動内容 ・

状況，参加手順 の調査及び効果的な参加方法の研究な どを常 に行な っ て 亊き，その 参加に 積極

的な姿勢を取 り続 け て ほ しい もの で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　 も
　 本稿 の 「戦 後に おける聾学 校体育の 動向」 の 要 旨の 一

部は， 第 30回 日本体育学会 に て

発表 した 。 また本稿の 資料収集 に 際 して は ， 石川県立 ろ う学校教諭新木章元氏及 び新潟県立長

岡聾学校教論小熊 昭夫氏 の ご協力を賜わ っ た 。
こ こ に記 して 感謝の 意を表 します。
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21．

22．

　20年代鋒半の 実情 に っ い て は，天野米蔵 「中学部 に 於け る学級経営の 諸問題 」 昭和 28年度全国 ろ う教育
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　 れ て い る保健体育分科会の 発表論文 （同書

〔5） 東京教育大学附属聾学校

　 学校
’
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．々

藤 は・ド轍 鞴 醐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
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　指導 上 の 注意 内容及び運動領域 の 設定辷見 られ る 。

  　荒川勇　「聴覚 ・言語 障害児教育 の 成立 と展開」教師養成研究会　聴覚
・言語障害児教育　学芸図書

　p．　6S ユ972，同 書 で 荒 川 は，こ の 教育課程が 「多 くの 聾学校に 捻 ける教育課程 の 編成 に 役 だ っ た 」 こ と

　を明 らか に して い る』　
1
　　　　　　　　　　　　　　　　　

』，　
』
　　 ・

  　石川県立 ろ う学校　創立七十周年記念史
「
石川県立 ろ う学校　p．491 田 7

  　大阪市立聾学校　大阪市立聾学校七十年史　大阪市立聾学校　p．651972

（幼 川 口浩　 「ろう体育 の 現状 に つ い て の 考察 」昭和29年度全国ろう教育研究大会研究集録 第4輯 p ．387

　 1954

圏　全 国聾学校体育連盟　創立 10周 年記 会 誌 全 国聾学校体育連盟 要覧（5｝ p．59　1gy3

  　  に 同 じ　P．65 ・　　　　　　
．
　　　　　

’

BO） ｛28）｝こ同 じ、　 p．51，同書．に よ れば，本大会の 当初 は 盲 ・
聾合併 で 運営された とあり，盲 唖 学校の 名残りが

　見 られた。

 ）　〔28｝に 同じ　pp ．72− 73

（3釧 舳 県立岡 L晦 学校 創立六＋蠕 己念誌 岡山県立岡嶝 学校 P ・51
’
969 ．

鵬） （5）に 同 じ　pp ．258−259

黝 　伽｝に 同 じ　p ．371

鬮 、  に 同 じ　p．　37
’
1，川 口 の報告 に よれば，・関東地区で も近畿地区 と同 じ事情が見 られた 。

｛36｝ 北野与
一
　 「わ が 国 に おける聴覚障害体育に 関す る研究の 史的考察一視覚障害体育｝と関す る研究史と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　の 比較 にお い て T
−−
」日本特殊教育学会第16回大会発表論文集　pp ．　62− 631978

〔37） 北野与
一
　 「戦後に おけ る聴覚障害体育に関す る研究の 動向と課題」北陸体育学会紀要第18号　pp ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　ノ

　 1− 10　1979，同 論 文 は，個 々 の 論文を 内容分析 し，そ の 動 向 と課題 を 検討 した もの で あ る。

（39　日本教職員組合　II召和29年度全国ろ う教育研究大会研究発表集録　第 4輯　pp ．317− 463．1954
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
B9｝   に 同 じ　p．388　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 γ

  　｛3｝に 同 じ　 pp ．120− 134， 同書 で 井原 ・。草薙 は，昭和30年代を概観 し，「教育観の変容 」，「教育可能性

　の 強調 」， 「適応論の 問題」， 「教育課程の 自主編成を め ぐ っ て 」， 「教科研究 の 台頭」， 「孛習指導法の 検討」

　「対 応 教 育ゐ実践 」，「教科指導の 本質 へ 」 な ど の 新 しい問題 が 起 こ っ て き た こ とを指摘 して い る 。

（41｝　侶爭に同じ　P．6

〔4跏　  に
．
同 じ　P．79

幽　広島県立広島 ろ う学校 五 十年史　広島県 立 広島ろ う学校　p．45　1966

  　文部省　ろう学校小学部 ・申学部学習指導要領
一

般編　二 葉株式　p ．6 ．1957

【45） 文部省　聾学校学習指導要領小学部編解説　文部省　p．8　1964

鬮 　｛3）に 同じ　pほ 21

幽　1451に 同 じ　P．8

（姻　荒川勇，大井清吉，中野善達　臼本障害児教育史　福村出版　p．183　1976

〔49｝ ろう教育研究会　ろう教育 第 17巻 9 月号　p．291962 ， 同書 に よれば 昭和37年度全 国ろ う教育研 究

　大会　第 6 分科会の 席k ，「聾体育 の 特質 と打開策 に つ い て 」討 議 さ れ て い る 。 こ の 引用文は，そ の 討議

　報告 の 身体 適 性の 劣弱性 を 克 服 す るた め の 打開策 の
一

節で あ る 。 な お ， こ の 分科会で は，「集団行動」，

　「社会性」，「ロ 話 と休育」な ど に つ い て も討議 さ礼 集団行動は学校生活全体を通 じて 全校的 に 行 な うこ

　と，一般社会や 普通校との 交歓を通 じて 社会性を育成 して い くこ と， 口話教育は最少限に とめて，体育

34

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

丶

　　　　　　　　　　　　 日 本に おけ る心身障害者体育 の 史的研究 （第5 報）

　　で の 理解 技能 態度の

．
向上発展を図る こ と などが 打ち出された （同 書 pp．29− 30）。

　（50）　20）に 同じ　pl， 208

　励　文部省特殊教育課　「聾学校小学部学習指導要領 に つ い て 1 教育 と医学　昭．39．8 月号　pp ．38− 40．

　　1964，

　S2） 〔蛔 に 同 じ　pp ．IO− 14， な 紅 教育課程審議会 に よ り，、体育 は 「ナ　聴覚 の 障害 に と もなう運動機能

　　の 不 適応を き ょ う正 す るた め の 指 導 内容 を 多 く と り入 れ る こ と。イ　歩行動作 や水泳等 の 学習活動に お

　　い て は危害予防や安全教育 に つ い て 留意 し，具体的 な 計画 の もとに実施ず るよ うに す る こ と。ウ　健 康

　　 を保持す るた め に とくに 身体や 環境の 衛生 に留意す る態度と習慣を養うこ と。 」な ど に留意 して 改訂す る

　　よ う答由された 。 　　　　　　、

　（53｝ 〔45）に同じ ．p．170

　働　文部省　聾学校学習指導要領小学部編　第
一

法規　p．181　1964　・

　燗　文部省　小学校学習指導要領　大蔵省印刷局　p ，203　1958

　鬮 　〔45）に 「司じ　pp ．177− 181

　〔5n　昭和38年度全国 ろ う教育研究夫会　第六分科会 （律唱 体育） の 「体育科 の まと め 」 （ろ う教育　昭38。

　　12A 号　p．38　1963） に よ れば，「高年令の 生徒を，そ の ま ま低学年と
一緒に，休育指導をす るの は良 く

、、　 な い 。 年令と学年及び 指導内容を対応さす べ き だ 」と報告されで い る。

　姻 　昭和37年度全国 ろ う教育研究大会　第六分科会 の 報告 （ろ う教育　昭37 ．9 月　pp ．29−311962 ）
　 　 　 　 　 　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　 ’　 　　　　 　　　 ，

　　に ， こ う
＼
した実践 に っ い て の 報告が あ っ た 。 また，佐藤秀信は 「ボ ー

ル ゲ
ーム ズ の 展開ゴ （ろう教育

　　昭 40・11月号　P ．371965 ）で 用語め指導法 に つ い て言及 して おり・学習指導要領改訂間もない 頃 の 実

　　情の
一

端 を報告 して お り， 注目され た 。　　　　　
〆
　　　　　

’

　69｝ 北 野与一 東正雄　「日 本 に お け る心 身障害者体育 の 史的研究　（第 4報）
一

大 IE12年 よ り昭和 20年ま

　　で の 聾唖学校体育一」 北陸大学紀要 第 2号 pp．75− 761978 　　　　　　　　　　
．

　   　北野与
一，矢部浚政 「全国盲学校体育の 環境調査 」 金沢大学教育学部紀要　第25号　教育科学編

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ち

．　 pp ．134− 135
’
1977， 同論文に記載さ れ て い る 「聾学校体育指導者充足率の 推移」か ら， そ の

一
部を掲

　　 げて お こ う。 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
ト

年 昭。20
匸
r

　　25 30 35 4σ 45

％ 　　1．6尸
广
5．3 、21．3 30．1　

1 ・52．0 65．7

  　囲 に同 じ　p ，
・63

』』

（6M　嚠 に 同 じ　p ．51

（63）　  に 同 じ　p．56， 59

｛ca
〆
囲 に 同 じ　P．7

（65）   に 同 じ　P ．9

（66｝ 圏 に 同 じ　P，12

圃 　囲 に 同 じ 一
P ．6

（68） 川 口浩　「10周年を 迎 え て 」 創立10周犀記念誌全国聾学校体育連盟要覧〔5） pp ．7− 81973 ，川 口の

　報告に よ れ偶 関東体連 の 組織化 通信陸上競技会 の 実施 ！関東地区及び近畿地庭，1960〜1961）， 校長

　長今へ の 融きかけがあ っ た。 また泉 日 出男 の 報告 （同書　p ．5 ）に よれば，「ろ うあ者オ リン ピ ッ ク大会 」

　へ の 参加の た め の 準備も，結成をはや め る大きな要因 と な っ て い た と い われ る。
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北　野　与　
一

｛69｝ 1眉稲37年度全国ろ う教育研究大会　第六分科会の 席上，「一般 社 会や隣接 の 普通校との 対抗競技を行

　 う事 に よ り，理 解
・態度 ・

技能 （社会性と して の ） が 自然 に 身 に つ く」 もの と の 共通 理 解が得 られ て い

　 る （ろう教育 昭37．9月号 p．291962 ）。

｛70） 対応教育は ，
「37年度の 全聾研松本大会で の r聾教育の 全体構造』 に関す るパ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

　が き っ か けとな り （中1略） 38年秋全聾研大会 に て，附属校 よ り 『基礎 と対応教育』 の 提案が行なわれた

　 こ と に よ っ て 全 園的な 注 目を 注 め た 」理 念 で あ り， 「対応 とは ， ろ う教育 の 現 実を ， 普通 の 教育 に 匹敵

　す る 状態 に 迄改造す る、為，．実践を通 して私 た ちが痛感 して い る特殊 の 内容 を研究的 に 整 理 す る事」 で あ

　 っ た （＜3 ＞ に 同 じ，p．129）。 こ の 対応の 理 念は体育指導に も見 られ た 。 昭和38年度全国ろう教育研究

　大会、第六分科会 の 報告 （ろ う教育 昭38．12月号 1963） に 「全国聾学校体育連盟は，（中略）体育科

　は最 も完全 に対応 して い る もの と言え よ う 」 とあ る。

Cl1）　28）に二1司じ 　p．6

  　日本体育 協会　現代ス ポ
ー

ツ 百科事典　大修館　pp ．130− 1311970

Cl3）　佇匐1こ 1司じ　p．130

tr4｝　cr尠に 同じ　P．130

  　浅川英雄，藪節雄，田中祐二　「聾学校 に おけ る学校行事等 の 展開」昭和41年度聾教育研究全国大会研

　究集 録　p ．2461966 ，
同 論 文 は，76校 を 集 計 して ，「体育祭 ・運 動 会 ・体力 測 定 会 （記録 会 ）・ マ ラソ

　
・ン 大会 ・水泳大会 ・ス キー

訓練 ・卓球大会 ・全校体操 ・校内 リズ ム 大会 ・健康 の 日 」 が，多 くの 聾学校

　 で 実施 さ れ て い る と報告 して い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
（76）　〔54に 1司 じ　p ．181

（7n　e5｝に 1司じ　pp ．247−249

豊8）　（36｝に 1司 じ　p ．62

  　〔3）に同 じ　pp ．174r175

（90） 草薙進郎　「ア メ リカ に おけ る トータ ル ・コ ミュニ ゲーシ ョ ン の 展 開 」　 日本特殊教育 学 会第15，16回

　大会発表論 文集　pp ．68− 691977 ，　 pp ．192−193　1978

〔81｝ 〔5｝に 同じ　p．　430，〔25）に 同 じ　p ．64，
一

例 で あるが，同書などに よ っ て も明らか なよう、に，40年代 に

　プー
ル の新設が さ かん に行なわれ た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fi

（8Z　文部省　聾学校学習指導要領中学部編解説　文部省　ま え が き　1966

｛83｝ 夊部省 　聾学校学習指導要領中学部編　第
一

法規 　p．12！ 1965， （82）に 同 じ　p ．183

〔鼬　｛鴎｝に 同 じ　p ，151， 文部省　中学校学習指導要領　大蔵省印刷局　pp．183− 1851958 ，
こ の 項目は ，

　 主 と して ．「保健」 に 関す る 指導上の 留意事項で あ ろ う。

（85｝ 〔83｝に 同 じ　p ，5

（86） 文部省　聾学校学習指導要領高等部編　第
一

法規　p ．77 ， pp ．84 −85　1966，文部省体育局体育課 内

　法令研究会　体育 ス ポー
ッ 総覧　帝国地方行政学会　pp ．4674〒4675， 4680−468ユ 1964

（87｝ 文部省　聾学校学習指導要領解説　東洋館　p ．3　1974

  　［3｝に 周 じ　p．133， こ うした矛盾が ， 次回の 改訂で 是正 されて い る。 例 え ば ， 複式学年授業の あ り方

　 や 重複障害者等 に 関す る特例な どを含めて 弾力性 の あ る指導計画の 作成が そ れで あ る。

（89〕　〔8Vに 1司 じ　p．4

〔鋤　｛跏 に 同 じ　P ．3

（91） 鈴木清， 加藤安雄　講座 心 身障害児の 教育 1　心身障害児教育の 歴史と現状　明治図書　p．49
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　　　　　　　　　　　　日本に おげる心身障害者体育   史的研究 （第 5報）

　 1973，｛3）1［同 じ　P．150

（92｝ （91｝に同じ （前者）p，49　　
’

1　　　　　　　　　　　　　　　　　
「

側　．文部省　特殊教育諸学校小学部 ・
中学部学習指導要領　慶応 通信

．pp
，25−40　1971

（・嫉 鞘 鰍 塘 群 校講 騨 習指導蜘 鵬 驫 PP ・・5−・・4・ 1972

、（9S　（93）に 同 じ　p．36，41

  　働 に同じ　p．76，  に同じ　p．245

醐　宮峰美達 「新指導票鯛
こ もとつ い た 望 ま しい 聾学校高等部男子体育の 年間計画の 作成 に つ い て 」第 71

　 回全 日本聾教育研究大会研究集録　pp ．102− 103　1973

  　（謝に 同じ　P．　30，
45

，
「学校 の 教育活動全体を逼 じて 」 指導す る必 要 が あ る と い う こ と は，その 重要 ．

　 性 を 指摘 した もの と して 受け取 らね ばな らな い。勿論，こ の 「養護 ・訓練 1 は，時間割 の 中 に 位置づ け

　 られた 』

｛99） 〔93）に 同 じ　P．31，45，働 に 同 じ　P ．111　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
唱

醐　文部省初等中等教育局特殊教育課

’
特殊教育　No ．12 東洋館　pp ．21−27　1976

〔101｝小島，佐藤 ， 阿部 ， 吉本， 石井 「重複障害児 の 運動機能の発達 と集団づ くり」第7 圃全 日 本聾教育研

　 究大会研究集録　pp ．207−208　1973
’

（1〔2｝ 全 国 聾学校体育 連 盟　全国聾学 校体育連 盟 要覧  　p ．12　工975

｛1e3）  に同 じ　P ．15，
　 i8

｛1雌 田鮪 飴 特騨 育… 年記 念全鴫 輙 鯖 の あゆ み 奥 醂 献 会 ・P・・41978 ，臑 ・・ よ

　 れ ば 九州地区は沖縄校と延 岡校の 単独加盟 で あ り，昭和53t1978）年 3 月現在 で 5校 が 加盟，
’
四 国地

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 区は昭和52年度 に 地区加盟が実現 して い る。

〔1  文部省年報 に よ り，聾学梅の 児 童 ・生徒数及び学校数〔
⇒推移 を み る と， 次 の よ うで あ るg ．

　　　　　　年度
数

33 34 35 36 ア37
’

39 39

児童 ・生徒 20，397
』

2017442Q ，72320 ，48920 ，
18020

，
03619 ，890

学
．
　　 校 102 103 103 103 105 106 166・

40 41 42 43． 44 45 46 47

19；88419 ，
28018

，65018 ，02617 ，28816 ，586・ 15
，912 ユ5，634

　　，
107

厂
107 108 108

’
108 109 109 108

q  囲 に 同 じ　P ．．61

（rη   8｝に 同 じ　p・，53

aOS） 8）に 同 じ P，53

flOgH5｝lc同 じ　p ．429

〔110）生島卓 「第11回世界ろうあ者競技大会に参加 しそ」 ろ う教育 第24巻 10月号 pp ．30− 32 ユg69

臘 ）   に 同じ　P ．6　　　　　　　　　　 ・ ・

M2｝〔5｝に 同 じ　p ．429

肛3）〔玉〔ゆに 同 じ　 pp ．90− 103，同書 に よ れば，「奥田実 は退職を 記念 し，200万円を拠出 した」。
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一

　　　　　・

　 1　　　
厂

（114｝〔1凶に同 じ　p．91，101，i司書 に よ れば，「昭和46年11月 6 日奥田体育賞会は正式 に発足した」。 また，

　昭和 52年度まで に ， 体育賞476名 （51団体）， 体育功労賞74名 が 受賞 して い る。

〔ll5）村井潤
一 「

「現代の ろ う教育に お け る問題点」 ろ う教育科学 第12巻第 4 号 ろ う教育科学会、　p ．141

　 　 1971

〔116）1〔3）に i司 じ 　p．156

〔111 伊藤督夫　「近畿地区 ろ う学校 に おける イ ン テ グ レ
ー

シ ョ ン の 状況 に つ い て 」 聴覚障害
’
第31巻11月

　号 p．311976

〔118｝ 文都省　盲学校，聾学校及び養護学校学習指導要領　大蔵省印刷局　p．15　1979

｛i19｝東京教育大学国府台玲校研究連絡委員会 ・聴 覚障害教育の 実際　聾教育研究会　p ．3　1977　 ．

〔120｝柚木酸 ， 鈴木克明　新 しい 障害児教育　学苑社　p ．147　1977

〔r21）〔7｝｝Cl司じ 　p ．122

q劾 北野与
一，策正雄 「わが国 の盲学校及び聾学校に おける体育の発展過程とそ の特質

．
（第 2 報）」金沢大

　学教育学部紀要　第26号　教育科学編　p．691 併 8

〔i器｝69｝に i司じ　PP ．81−i82　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・・

〔  北 野 与一
， 矢部俊政 ， 上 田 まつ

， 加藤治 ， 高木理 代，正 元喜博 「盲聾二 重 障害児 の 初期体育指導 の 研

　究 d 金 沢大学教育学部教科教育研究　第12号　pp ；　147− 1621979

（1za｝（蜀｝に 同 じ　P。3

（  佐藤親雄 特殊教育方法論　誠1言書房　p ．．　521972　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

吻 川合章　「すべ て の障害児 に体育 ・運動の喜びを 」 体育科教育　第24巻第 2 号　p ．11976

  （11B）ec同 じ　「学校教育法施行規則（抄）」の 附則を参照 。

（1圏｝（118）に 1司じ　p ．2

（130）（118｝に 同 じ P：6，10，15

U31） 〔11＆に 同 じ PP ；2＝ 4 　 　 　 　 　 　
’
　 　 　 ．

U32｝〔1鯉に 同 じ　pp．2−4，2− 11 （同書高等部学習指導要領）

｛1器）杉山正一・
ゆ と りあ る教育　日本文化科学社 ．pp ．33− 1451977 ，同書に ぱ，「ゆ と りを もたせ る教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 F

　 課程編成 の くふ うと実際」が 論究 され て い る 。 ま た ， 教育情報 セ ン タ ∴

新旧学習指導要領 の 対比と解説
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

　明治鬮書　pp．193− 2271977 ，同書に は，「全連小調査 『学校裁量の 活動』 の実態」が，報告されて い ．

∫る・　 　 　 　
1t

　 　 　 tt　 　 　 　
I

・

啣
1
松 岡 武　障害児教育 の 今 日 的課題 2　カ リキ ュ ラ ム ．福村出版　pp ．294351976 ， 同書 にお い て ，

　飯田 貞雄 は 「カ リキ ュ ラ ム の 展 開 」 と題 し， 「指導形態 の 問題 」 に つ いて詳論して い る。ま た ， 現場で

　 も，倉沢恒雄の 「運動を積極的 に 日 常生活 の 中へ 取 り入れ，自ら進 ん で 体力を 高め よ うとす る に は どの

　・よ うに した らよ い か 」 （11召和52年度第11回全 E 本聾教育研究大会研究集録　pp ．124− 1261977 ）の 研究

　 報告 に見 られるよ うに ，指導形態を規定 して い る諸条件 の 検討が始め られて い る。

〔1罰 ll19｝に 同じ p．432，同書に おい て，桜井 博も同 じ見解を述べ て い る。

（艶 ｛1捌に 同 じ　p．2， 新学習揩導要領 に よ れ ば ， 重複障害者 に対す る教育課程 は ， 前 回の 学習指導要領以

　 上 に 弾力化され，各聾学校 で は，そ れぞれ自主的 に こ の 問題と取り組 ん で い る 。 文部省初等中等教育局

　特殊教育課　特殊教育　No ．16 東洋館 pp ，
22−301977 ， 同書に，そ の 金国的な取り組み の 実態 力噸

　 告 され て い る。
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